








 

鹿児島市立病院周産期医療センターでは、オープン以来ハイリスク妊婦やハイリスク新生

児の全面受け入れに努めている。その結果、昭和 61年までの 8年間に 1,013 例の母体搬送

例を収容した。今回は、これらの症例の搬送理由や児の予後について疾患別に分析し今後

の問題点を検討したので報告する。 

 主な搬送理由の母体要因として妊娠中毒症、出血、せん延分娩などがあげられ、胎児要

因として、未熟児出生の可能性のある切迫早産、前期破水が殆どであった。 

 未熟児や異常児出産の可能性のある症例については羊水情報の採取や児の評価、並びに

出生後予想される新生児の病態に対する積極的な出生前管理などに努めている。 


